
裏
Ｆ
葛
西
城
址

ω

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
葛
飾
区
青
戸
七
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
次
調
査
　
一
九
八
〇
年

（昭
５５
）
九
月
１

一
九
人

一

年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
葛
西
城
址
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
古
泉
　
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

葛
西
城
址
は
中
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
中
世
の
城
館
跡
で
あ
る
。

関
東
管
領
上
杉
氏
に
よ
っ
て
一

五
世
紀
に
築
か
れ
た
と
推
測
さ

れ
て
お
り
、
重
臣
の
大
石
石
見

守
が
在
城
し
て
い
た
。　
三
ハ
世

紀
に
な
る
と
後
北
条
氏
の
支
城

Ｄ

と
な
り
、
天
正

一
人
年

（
一
五

立ロ就

九
〇
）
に
後
北
条
氏
の
減
亡
と

棘
と
も
に
落
城
し
た
。
そ
の後
こ

の
場
所
に
は
、
徳
川
将
軍
家
が

青
戸
御
殿
を
建
て
て
い
る
。

調
査
地
は
葛
西
城
の
主
郭
中
央
で
、
環
状
七
号
線
の
建
設
に
伴
い
葛
西
城
の

中
心
を
南
北
に
貫
く
形
で
調
査
を
行
な
っ
た
。

木
街
は
、
人

一
号
井
戸
と
人
六
号
土
坑
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

一
点
が
出
土
し
た
。

人

一
号
井
戸
は
、
木
桶
の
井
戸
側
を
有
し
、
木
桶
の
外
側
に
は
砂
岩
や
石
塔
な

ど
を
円
形
に
配
置
し
た
石
組
み
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
石
組
み
の
基
底
部
に
は

板
碑
が
敷
か
れ
て
い
た
。
こ
の
井
戸
は
、
天
文
七
年

（
一
三
二
八
）
の
後
北
条

氏
に
よ
る
葛
西
城
奪
取
後
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
人
六
号
土
坑
も

中
世
の
遺
構
で
、
時
期
は

一
六
世
紀
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

八
一
号
井
戸

ω

　

「
＜
□
□
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰｏｏＸ
∞泉
∞
寓
ｏ

八
六
号
土
坑

（梵
字
）

い〕
　
　
　
　
「
Ｏ
［‐‐］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］滓∞
×
∞Φ
×
ω
　
ｏＰＰ

①
は
上
部
に
切
り
込
み
を
有
し
、
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
切
り
込
み
部
分

は
端
部
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
。

②
は
ほ
ぼ
完
形
に
近
い
状
態
で
あ
る
。
頭
部
は
山
形
に
な
っ
て
お
り
、
穿
孔

を
有
す
る
。
墨
書
は
上
部
に
梵
字
が

一
文
字
だ
け
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
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な
い
。
下
部
は
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

葛
飾
区
葛
西
城
址
調
査
会

『葛
西
城
　
葛
西
城
址
発
掘
調
査
報
告
書
』
全

九
八
三
年
）

（永
越
信
吾

〈葛
飾
区
教
育
委
員
会
》

Ａ

Ｂ

日

Ｈ

＝

Ｈ

ＩＩＩ

川

Ｈ

ＩＩＩ

Ｈ

Ｈ

＝
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＝
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